
項目名

■ □ □

実績

評価者

管財課長　吉田　直樹

項目名

■ □ □

実績

評価者

環境政策課長　大舘　真哉

項目名

■ □ □

実績

評価者

環境政策課長　大舘　真哉

項目名

■ □ □

実績

評価者

環境政策課長　大舘　真哉

第６章　環境・自然  第１節　環境との共生

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

特になし

5,402 千円 臨時職員 0.00 人 91%

①10台

②122台

③90.4％

H28年度目標

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

90%

0.63 人
非常勤
特別職

1.00 人 H29年度目標

Ａ

H28年度に改善した点

H28年度より19台（作業車、特殊車両等）
の維持管理を所管課に移管。

H27実績 H28目標値が未達成の理由・分析

H28実績

14,356 13,397

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

82%

81%

5,456千円 臨時職員 0.00 人

有 無

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 17,400

指標名 目標設定の考え方・根拠

16,076

事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額

大気汚染の防止や地球温暖化の防止の観点
から低公害車の導入を推進しており、さらに
埼玉県地球温暖化対策推進条例が施行され,
取り組みの強化が求められている。

1.00 人

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

所沢市自動車管理規定　　環境マネージメントシス
テム

0.63 人
非常勤
特別職

①導入台数

②導入実績

③導入率

低公害車導入率
公用車の低公害車への入れ替えが100％となる
までは、新車への更新を定期的に行う必要があ
る。

82%

成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

法定受託＋附加法定受託事務自治事務

H27決算額H27予算現額事業の種別

一
般 1.15 人

9,959千円

指標名

H27その他職員
従事割合

H27年度目標

有

H28年度に改善した点

B

目標設定の考え方・根拠

トコエコグリーンキャンペーンやエコドライ
ブ講習会の開催、市民フェスティバルへの
参加を新たに行い、市職員としての率先行
動や個人レベルでできる環境配慮行動の
普及に努めた。

市域における温室効果ガス排出量の削減状況
を明らかとすることで、本啓発事業による民生家
庭部門等への効果を把握・評価するものであ
る。国の新たな削減目標を勘案し、次期計画に
おいて目標値を見直すこととしている。

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

目標未達成見込み
（現在集計中）

H27その他職員
従事割合

H27正規職員
人件費

事業の目的及び具体的な内容

市域における温室効果ガス排出量の削減率
（％）

①エコライフデーの参加人数

②環境講演会の参加人数

726784

486754

引き続き、市域における温室効果ガス排
出量の削減に向け、市民レベルでの環境
配慮行動の実践を促すため、創意工夫を
凝らしつつ、効果的な普及啓発事業を実
施する。

H28実績

温暖化対策の推進に関する法律・所沢市環境基本
条例

H28決算額（見込み）H28予算現額根拠法令

H28目標値が未達成の理由・分析H27実績H27年度目標

0.380.00 人
非常勤
特別職

臨時職員

H29年度目標0.00 人
非常勤
特別職

0.20 人

法定受託＋附加法定受託事務自治事務

0.85 人

集計中2.35
H28その他職員
従事割合

H28正規職員
人件費

H27決算額H27予算現額事業の種別

3.07臨時職員7,289 千円

地球温暖化の防止に向け、市域において最も排出
割合が高い民生・家庭部門に係る排出量を削減す
ることを目的に、我々のライフスタイルを見直すきっ
かけづくりに各種の展示会・イベントの啓発事業等を
実施する。（事業内容：環境展示会、トコエコグリーン
キャンペーン、ライトダウンイベント、冬のエコライフ
デー、エコドライブ講習会など）

指標名

H28年度目標

①34,628人

②608人

1.62

A

目標設定の考え方・根拠

市内の幼稚園・児童クラブ等に説明や関
係資料の送付等を行うなど、こどもエコク
ラブの周知活動を強化した。また、地球に
やさしい学校大賞では各学校の自主性を
生かして環境活動が行えるよう「地球にや
さしい学校の手引き」を新たに策定した。

代表的事業である環境出前講座の開催により、
環境意識の変革や環境配慮行動の実践に結び
ついた受講生の割合を明らかにすることで、本
事業の効果を把握・評価するものである。

環境出前講座の開催による意識変
化に係る指標は、若干目標値に達
していないものの、こどもエコクラブ
登録者数や地球にやさしい学校大
賞の取組評価点は、改善傾向にあ
る。
また、「意識から実践へ」を誘発す
るため、本年度、新たにエコファミ
リー認定事業を立ち上げるなど、今
後の事業に期待できるものとなって
いる。

一
般

環境学習出前講座の満足度（％）
（出前講座受講者アンケート中‶環境を守るため
に勉強したり行動しようと思った人″÷受講者）

①環境学習出前講座受講者数
②こどもエコクラブ登録者数
③地球にやさしい学校大賞取
組の評価（36点満点）

728776

1,0431,203
環境の保全のための意欲の増進及び環境教育の推
進に関する法律

H28決算額（見込み）H28予算現額根拠法令

H28目標値が未達成の理由・分析H27実績H27年度目標
H27その他職員
従事割合

H27正規職員
人件費

事業の目的及び具体的な内容

8,573千円

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

環境出前講座実施後に行うアンケートにおい
て、90％以上が「分かりやすかった」「理解が深
まった」等と回答する一方、環境意識の変化に
関する設問では、24％が「まだわからない」と回
答し、意識から実践への転換を行うことの難しさ
が窺われた。

82850.00 人
非常勤
特別職

0.99 人

環境出前講座の満足度について、受講者
数の増加及び「意識から実践へ」と繋がる
ような講座の開催が課題と認識している。
このため、環境関連施設の見学やワーク
ショップ手法等を取り入れ、受講者の年代
やニーズに合わせたプログラムの構築を
行う。

H28実績H28年度目標
①164人

②684人

③23.22点

0.00 人臨時職員

H29年度目標0.00 人
非常勤
特別職

0.69 人

7585
H28その他職員
従事割合

H28正規職員
人件費

基金活用事業によるCO2削減量（ｔ₋CO₂）

H27年度目標

850.00 人臨時職員5,917 千円

主に子ども達の自主的な環境学習や環境保全活動
を促進し、環境を大切にする心と行動力を育むこと
を目的に、こどもエコクラブの活動支援や、地球にや
さしい学校大賞の実施、出前講座の開催などの事
業を行う。

事務事業名称 事業概要（全体）
所属
名称

経費

投入コスト（千円）
会
計

総合
評価

評価
理由

現状の課題活動実績(H28)

環境
影響

有益
な
もの

有害
な
もの

環境
政策
課

管財
課

環境
政策
課

環境
政策
課

実施計画ランク

重要

実施計画ランク

期間

低公害車導入事業

～

温暖化対策事業

期間

平成17年度～

実施計画ランク

重要

環境学習推進事業

期間

平成15年度～

重要

H26年度～

実施計画ランク

市域における温室効果ガス排出量
の削減率は、目標値に達していな
い状況にあるが、民生家庭部門は
減少傾向（平成25年度以降）にあ
り、やや改善されている状況にあ
る。
また、市域における温室効果ガス
排出量を削減するため、現在、新た
な実施計画や目標値等を環境審議
会にて検討・審議している。

予算の範囲内で効率的に低公害車
の導入を進めた。

無

事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額

有 無

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 74,231

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

H27正規職員
人件費

H27実績 H28目標値が未達成の理由・分析

無有

H28年度に改善した点

引き続き、マチごとエコタウン所沢構想を
推進するため、本基金の効果的・効率的
な運用に努めつつ、関連事業の実施を財
源面で支援する。

62,923

①基金充当事業数

②基金充当額

H27その他職員
従事割合

基金充当した各事業の温室効果ガスの削減効
果を明らかにすることで、マチごとエコタウン所
沢構想及び地球温暖化対策における本基金の
貢献度を把握・評価するものである。

本基金を活用して、松が丘調整池にフロー
ト式太陽光発電設備を設置し、再生可能
エネルギーを創出するとともに、平成27年
度に設置したリチウムイオン蓄電池（吾妻
まちセン、吾妻保育園）を利用し、電力
ピークを抑制するなどの実証事業を新た
に実施した。

S非常勤
特別職

マチごとエコタウン
推進基金事業

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

マチごとエコタウン推進基金条例 64,061 57,617

事業の目的及び具体的な内容

マチごとエコタウン所沢構想の推進を図るための事
業（緑化の推進及び緑の保全のための事業を除
く。）の実施に要する経費の財源に充て、再生可能
エネルギーの導入、資源循環の取り組みを推進し、
市域における温室効果ガスの排出量を削減する。

0.42 人 2,849

目標達成済

3,637千円 臨時職員

①12事業

②267,027千円

H28年度目標 H28実績

本基金の充当事業による温室効果
ガス削減量は、当市が事務事業で
排出する温室効果ガスの約5％に
達しており、基金の効果的・効率的
な運用がなされている状況にある。
また、マチごとエコタウン所沢構想
の推進に係る多彩な関連事業が本
基金を活用して実施されている状
況にある。

H28年度に改善した点指標名 目標設定の考え方・根拠

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

3,424 3,494

2,408

期間 0.37 人
非常勤
特別職

H29年度目標

3,173 千円 臨時職員 4,423



成果

成果指標

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

事務事業名称 事業概要（全体）
所属
名称

経費

投入コスト（千円）
会
計

総合
評価

評価
理由

現状の課題活動実績(H28)

環境
影響

有益
な
もの

有害
な
もの

項目名

□ □ □

実績

評価者

環境対策課長　矢野　正和

項目名

■ □ □

実績

評価者

生活環境課長　岸　徳夫

項目名

■ □ □

実績

評価者

生活環境課長　岸　徳夫

項目名

■ □ □

実績

評価者

管理課長　川原　利和

事業の目的及び具体的な内容

環境推進員は、市の環境政策と連
携した活動として、ゴミ減量・リサイ
クル・地域での環境美化活動など
を推進しており、概ね期待する活動
実績を残したため。 有 無

1.13 人

9,690 千円

H28予算現額

H27実績

ごみ減量・リサイクル・および地域での環境美化を推
進し、市民の環境保全に対する意識を高め、理解を
深めることにより、健康で潤いのある生活環境を作
る。

H28目標値が未達成の理由・分析

0.00 人 6

5.93

期間

0.00 人

各地区独自の活動をすすめるよう、情報
提供を行うとともに、環境美化の日、歩き
たばこ等防止啓発キャンペーン、環境講演
会などの全地区対象の事業の参加者の増
加に努める必要がある。

6

非常勤
特別職

0.00 人

臨時職員

H28その他職員
従事割合

H29年度目標

H28年度目標

6

H27その他職員
従事割合

H27予算現額 H27決算額

根拠法令

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

事業の種別

一
般

A

H28年度に改善した点

11,431千円 臨時職員

12880

H27年度目標

環境推進員の協力の下、概ね達成できたものと
考えます。

H28実績

H28正規職員
人件費

1.32 人
非常勤
特別職

5.2

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

H28決算額（見込み）

所沢市環境推進員設置要綱

H27正規職員
人件費

環境推進員１人当たりの活動回数。

12880

指標名 目標設定の考え方・根拠

環境推進員それぞれが２か月に一度程度の活
動を行うと期待したもの。

12,600 ①委嘱人数

②事業参加延べ人数

③
12,631

各地区独自の活動について、理事会で情
報共有を行った。

H27決算額H27予算現額 指標名

一
般

事業の種別

法定受託＋附加法定受託事務自治事務

有有

H28年度に改善した点

A

目標設定の考え方・根拠

地区行事と重なることで参加人数が減少
することを避けるため、29年度の実施に向
け、実施日について各地区の意見を伺っ
た。

世帯数×３割×１回
（春･秋いずれかで３割の世帯から一人は参加し
てもらいたいという考え方による）

各地区の自治連合会、環境推進員
協議会の重要な活動行事であり、
快適な生活環境の確保とともに、市
民の環境美化意識と協働意識の向
上に役立っている。今後もより多く
の市民が参加できるよう、工夫が必
要である。

環境美化活動における参加人数

①ごみ回収実績

②参加人数

③

902958

9331271｢環境美化の日｣市内一斉美化清掃活動実施要領

H28決算額（見込み）H28予算現額根拠法令

H28目標値が未達成の理由・分析H27実績H27年度目標
H27その他職員
従事割合

H27正規職員
人件費

事業の目的及び具体的な内容

14,462千円

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

平成２８年度については秋の地域文化事業や
体育祭と重なった結果、参加人数が例年よりも
減少してしまったが、概ね達成できたと考えま
す。

51,05145,3270.00 人
非常勤
特別職

1.67 人

参加人数の増加を図るため、市民への周
知の方法について、よりわかりやすくなる
よう、ポスター、チラシ、ホームページの改
善を行う。また、実施日についても地区行
事と重ならないよう柔軟に対応するなど検
討する。

H28実績0.00 人臨時職員

H29年度目標0.00 人
非常勤
特別職

法定受託＋附加法定受託事務自治事務

1.53 人

49,56146,368
H28その他職員
従事割合

H28正規職員
人件費

H27決算額H27予算現額

46,9210.00 人臨時職員13,120 千円

市民参加による市内全域での環境美化清掃活動を
春、秋の年に２回実施することにより、快適な生活環
境を確保する。

指標名

0.00 人 ①１，１２１人

②６，６５１人

③

H28年度目標①74.45t

②49,561人

③

無有

H28年度に改善した点

Ａ

目標設定の考え方・根拠

広報やホームページの他、あらゆる機会
を通じて施設見学に関するPRを行った。

昨年度の実績により設定した。 小学校の社会科見学が１校減によ
り目標を下回ったが、家庭教育学
級の集いに見学案内を行うなど、
広く市民にごみ処理施設の現状を
周知する試みを行っていることから
左記評価とした。 事業達成に向けての現在の課題及び

今後の課題解決に向けた取り組み

小学校の社会科見学が、昨年度より１校減と
なったため達成できなかった。

H27正規職員
人件費

事業の目的及び具体的な内容

見学者延人数

①見学者延人数

②見学団体数

③

00

00

一
般

事業の種別

今後も広報・ホームページ等を活用し、目
標来場者数を達成できるようにする。

H28実績

特になし

H28決算額（見込み）H28予算現額根拠法令

H28目標値が未達成の理由・分析H27実績H27年度目標
H27その他職員
従事割合

H29年度目標0.00 人
非常勤
特別職

0.00 人

0.25 人

2,992人3,000人
H28その他職員
従事割合

H28正規職員
人件費

2,902人3,000人0.00 人
非常勤
特別職

臨時職員

3,000人0.00 人臨時職員5,488 千円

小学生の社会科見学をはじめ、多くの視察・見学者
が来所するため、市民等の見学を積極的に受け入
れ、ごみの減量化や分別に対する啓発を行う。

H28年度目標①2,992人

②50団体

③

2,165千円

0.64 人

生活
環境
課

東部
ク

リー
ンセ
ン

ター
管理
課

環境
対策
課

生活
環境
課

実施計画ランク

重要

「環境美化の日」市
内一斉美化清掃活
動事業

期間

実施計画ランク

S57年度～

実施計画ランク

重要

ごみ処理・分別推進
啓発事業（見学対
応）

期間

H１５年度～

実施計画ランク

H8年度～

重要

環境推進員活動促
進事業

S

予定された回数河川環境保全活動
が実施され、市民が河川環境に関
心を持つ十分な機会が提供され
た。

H28年度に改善した点

有 有

事業達成に向けての現在の課題及び
今後の課題解決に向けた取り組み

活動人数や活動範囲が広がると、必要な
備品などが増え、事業費が増加する。今
後の活動頻度や参加人数が増加していく
場合は、補助金の予算増額も含めた検討
が必要である。

指標名 目標設定の考え方・根拠

河川環境保全活動実施率

河川の環境保全に係る機会が定期的に提供さ
れ、より多くの市民が河川環境に関心を持つこ
とを目標とする。
河川環境保全活動回数 / 河川環境保全計画
回数　× 100

H27その他職員
従事割合

H27年度目標

120

①河川環境保全活動回数

②河川環境保全活動参加人数

H27実績

事業の種別

一
般

H27予算現額 H27決算額

事業の目的及び具体的な内容
H27正規職員
人件費

河川浄化団体では、定期的な河川浄化・清掃活動を
はじめ、魚類調査、周辺環境の保全活動など幅広い
地域活動を行う。
住民の自主的な河川浄化活動を促進する。

0.17 人
非常勤
特別職

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 120

目標達成済

100%

前年度に比べ河川環境保全活動への参
加人数が増加した。

H28目標値が未達成の理由・分析河川浄化団体補助
金

根拠法令 H28予算現額 H28決算額（見込み）

所沢市河川浄化団体補助金交付要綱 120 120

H28正規職員
人件費

H28その他職員
従事割合

0.00 人 100% 100%

1,286 千円 臨時職員

1,472千円 臨時職員 0.00 人

①20

②1835

H28年度目標 H28実績

0.00 人 100%

100%

期間 0.15 人
非常勤
特別職

0.00 人 H29年度目標

Ｈ7年度～


